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所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
除
去
並
び
に
脱
税
及
び
租
税
回
避
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
と
チ

リ
共
和
国
と
の
間
の
条
約
に
関
す
る
議
定
書

所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
除
去
並
び
に
脱
税
及
び
租
税
回
避
の
防
止
の
た
め
の
日
本
国
と
チ
リ
共

和
国
と
の
間
の
条
約
（
以
下
「
条
約
」
と
い
う
。）の
署
名
に
当
た
り
、
日
本
国
及
び
チ
リ
共
和
国
は
、
条
約
の
不
可
分

の
一
部
を
成
す
次
の
規
定
を
協
定
し
た
。

１

条
約
の
規
定
に
関
し
、

⒜

チ
リ
の
法
令
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
た
投
資
口
座
又
は
投
資
基
金
で
あ
っ
て
、
条
約
第
四
条
１
に
規
定
す
る
チ

リ
の
居
住
者
と
さ
れ
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
条
約
の
規
定
は
、
当
該
投
資
口
座
又
は
投
資
基
金
が
行
う
送
金
及

び
当
該
投
資
口
座
又
は
投
資
基
金
の
参
加
者
が
保
有
す
る
持
分
の
償
還
又
は
譲
渡
か
ら
生
ず
る
所
得
に
対
し
て
、

チ
リ
の
法
令
に
基
づ
い
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
を
制
限
す
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

⒝

条
約
の
い
か
な
る
規
定
も
、
条
約
の
署
名
の
日
に
施
行
さ
れ
て
い
る
チ
リ
の
法
令
第
六
百
号
（
外
国
投
資
法
）

の
現
行
の
規
定
及
び
そ
の
一
般
原
則
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
随
時
行
わ
れ
る
改
正
の
後
の
規
定
の
適
用
に
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

⒞

条
約
の
い
か
な
る
規
定
も
、
条
約
第
七
条
の
規
定
に
従
っ
て
チ
リ
内
に
存
在
す
る
恒
久
的
施
設
に
帰
せ
ら
れ
る

利
得
に
つ
い
て
、
チ
リ
に
お
い
て
日
本
国
の
居
住
者
に
対
し
て
行
う
第
一
区
分
税
及
び
追
加
税
の
課
税
に
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
追
加
税
の
額
の
計
算
上
、
第
一
区
分
税
の
全
額
を
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
に
限
る
。

⒟

条
約
の
解
釈
又
は
適
用
（
あ
る
措
置
が
条
約
の
適
用
の
対
象
と
な
る
か
否
か
を
含
む
。）に
関
し
て
生
ず
る
問
題

は
、
条
約
第
二
十
五
条
の
規
定
に
従
っ
て
の
み
解
決
さ
れ
る
。
サ
ー
ビ
ス
の
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
第
十
七
条

の
規
定
は
、
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
、
あ
る
措
置
が
条
約
第
二
十
四
条
の
規
定
の
適
用
の
対
象
と
な
ら

な
い
と
合
意
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
当
該
措
置
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
⒟
の
規
定
の
適
用
上
、「
措

置
」
と
は
、
条
約
の
対
象
と
な
る
租
税
に
関
す
る
法
令
、
規
則
、
手
続
、
決
定
、
行
政
上
の
行
為
そ
の
他
同
様
の

規
定
又
は
行
為
を
い
う
。

２

条
約
第
二
条
２
の
規
定
に
関
し
、
一
方
の
締
約
国
が
条
約
の
署
名
の
日
の
後
に
財
産
に
対
す
る
新
た
な
租
税
を
導

入
す
る
場
合
に
は
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、
同
条
２
第
二
文
の
規
定
に
従
っ
て
、
他
方
の
締

約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
に
対
し
、
そ
の
新
た
な
租
税
に
つ
い
て
通
知
す
る
。

３

条
約
第
四
条
１
の
規
定
に
関
し
、「
一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
」
に
は
、
一
方
の
締
約
国
の
法
令
の
下
に
お
い
て
そ

の
所
得
の
全
部
又
は
一
部
に
対
す
る
租
税
が
免
除
さ
れ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
者
を
含
む
。

⒜

専
ら
宗
教
、
慈
善
、
教
育
、
文
化
又
は
科
学
の
た
め
に
当
該
一
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
設
立
さ
れ
、
か
つ
、

維
持
さ
れ
る
法
人

⒝

条
約
第
三
条
１
⒥
に
規
定
す
る
年
金
基
金
で
あ
っ
て
、
当
該
一
方
の
締
約
国
の
法
令
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
る

も
の

⒞

輸
出
、
投
資
又
は
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
機
関
で
あ
っ
て
、
当
該
一
方
の
締
約
国

が
資
本
の
全
部
を
所
有
す
る
も
の

４

条
約
第
七
条
に
関
し
、
一
方
の
締
約
国
の
企
業
が
他
方
の
締
約
国
内
に
あ
る
恒
久
的
施
設
を
通
じ
て
当
該
他
方
の

締
約
国
内
に
お
い
て
事
業
を
行
っ
て
い
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
企
業
が
当
該
恒
久
的
施
設
を
通
じ
て
当
該
他
方
の

締
約
国
内
に
お
い
て
事
業
を
行
う
こ
と
を
や
め
た
後
、当
該
恒
久
的
施
設
に
帰
せ
ら
れ
る
利
得
を
取
得
す
る
と
き
は
、

当
該
利
得
に
対
し
て
は
、
同
条
に
定
め
る
原
則
に
従
っ
て
、
当
該
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
租
税
を
課
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

５

条
約
第
十
条
の
規
定
に
関
し
、

⒜

チ
リ
が
、
他
の
条
約
に
お
い
て
、
チ
リ
に
お
い
て
納
付
さ
れ
る
追
加
税
の
適
用
を
制
限
す
る
こ
と
に
合
意
す
る

場
合
に
は
、
両
締
約
国
は
、
条
約
の
特
典
の
均
衡
を
回
復
す
る
た
め
に
条
約
を
改
正
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
相

互
に
協
議
す
る
。

⒝

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
条
約
第
十
条
４
の
規
定
は
、
適
用
せ
ず
、
か
つ
、
同
条
２
⒜
及
び
⒝

の
規
定
に
基
づ
い
て
課
さ
れ
る
租
税
の
額
は
、
一
方
の
締
約
国
の
居
住
者
で
あ
る
法
人
が
支
払
う
配
当
で
あ
っ
て

他
方
の
締
約
国
の
居
住
者
が
受
益
者
で
あ
る
も
の
の
額
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
両
締
約
国
は
、
条
約
の
特
典
の
均
衡
を
回
復
す
る
た
め
に
条
約
を
改
正
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

相
互
に
協
議
す
る
。

チ
リ
の
法
令
に
基
づ
い
て
課
さ
れ
る
追
加
税
の
率
が
三
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
場
合

納
付
す
べ
き
追
加
税
の
額
を
決
定
す
る
に
当
た
り
、
第
一
区
分
税
の
全
額
を
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
場
合

６

条
約
第
十
一
条
４
の
規
定
に
関
し
、「
バ
ッ
ク
ト
ゥ
バ
ッ
ク
融
資
に
関
す
る
取
決
め
」
と
は
、
特
に
、
一
方
の
締
約

国
の
居
住
者
で
あ
る
金
融
機
関
が
他
方
の
締
約
国
内
に
お
い
て
生
じ
た
利
子
を
受
領
し
、
か
つ
、
当
該
金
融
機
関
が

当
該
利
子
と
同
等
の
利
子
を
他
の
者
（
当
該
他
方
の
締
約
国
内
か
ら
直
接
に
利
子
を
受
領
す
る
と
し
た
な
ら
ば
当
該

利
子
に
つ
い
て
当
該
他
方
の
締
約
国
に
お
い
て
同
条
２
⒜
に
規
定
す
る
租
税
の
制
限
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。）に
支
払
う
よ
う
に
組
成
さ
れ
る
全
て
の
種
類
の
取
決
め
を
い
う
こ
と
が
了
解

さ
れ
る
。

７

条
約
第
十
一
条
か
ら
第
十
三
条
ま
で
の
規
定
に
関
し
、
チ
リ
が
日
本
国
以
外
の
国
と
の
間
で
条
約
を
締
結
す
る
場

合
に
お
い
て
、
そ
の
条
約
の
規
定
に
よ
り
利
子
若
し
く
は
使
用
料
の
支
払
に
対
す
る
租
税
が
条
約
第
十
一
条
２
若
し

く
は
第
十
二
条
２
の
規
定
に
基
づ
い
て
課
さ
れ
る
租
税
よ
り
も
低
い
も
の
に
制
限
さ
れ
る
と
き
、
又
は
そ
の
条
約
に

お
い
て
条
約
第
十
三
条
に
規
定
す
る
収
益
に
対
す
る
両
締
約
国
の
租
税
を
課
す
る
権
利
を
よ
り
制
限
す
る
条
件
が
含

ま
れ
る
と
き
は
、
両
締
約
国
は
、
日
本
国
の
要
請
に
基
づ
き
、
そ
の
低
い
租
税
又
は
制
限
さ
れ
た
条
件
を
条
約
に
規

定
す
る
た
め
に
条
約
を
改
正
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
協
議
す
る
。

８

条
約
第
二
十
五
条
３
の
規
定
に
関
し
、
同
条
３
に
規
定
す
る
「
こ
の
条
約
の
解
釈
又
は
適
用
に
関
し
て
生
ず
る
困

難
又
は
疑
義
」
に
は
、
条
約
の
目
的
が
国
際
的
な
二
重
課
税
を
回
避
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
特
典
の

付
与
に
関
し
、
予
定
さ
れ
て
い
な
い
又
は
意
図
さ
れ
て
い
な
い
方
法
で
条
約
の
規
定
が
利
用
さ
れ
る
事
案
を
含
む
こ

と
が
了
解
さ
れ
る
。

９

条
約
第
二
十
五
条
５
及
び
６
の
規
定
に
関
し
、
同
条
６
の
規
定
は
、
同
条
５
の
規
定
に
従
っ
て
未
解
決
の
事
項
を

仲
裁
に
付
託
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
両
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
が
合
意
し
た
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
こ
と
が

了
解
さ
れ
る
。

10

条
約
第
二
十
六
条
の
規
定
に
関
し
、
同
条
１
及
び
２
の
規
定
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、一
方
の
締
約
国
に
対
し
、

弁
護
士
そ
の
他
の
法
律
事
務
代
理
人
が
そ
の
依
頼
者
と
の
間
で
行
う
次
の
い
ず
れ
か
の
通
信
の
内
容
を
明
ら
か
に
す

る
情
報
を
入
手
し
、
又
は
提
供
す
る
義
務
を
課
す
る
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。

⒜

法
的
な
助
言
を
求
め
、
又
は
提
供
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
通
信

⒝

そ
の
内
容
を
進
行
中
の
又
は
予
定
さ
れ
る
法
的
な
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
通
信

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
各
自
の
政
府
か
ら
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
議
定
書
に
署
名
し
た
。

二
千
十
六
年
一
月
二
十
一
日
に
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
で
、
英
語
に
よ
り
本
書
二
通
を
作
成
し
た
。

日
本
国
の
た
め
に

二
階
尚
人

チ
リ
共
和
国
の
た
め
に

ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
・
ミ
ッ
コ

総
務
大
臣

山
本

早
苗

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

菅

義
偉

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎


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